
 

 

平成 29年度 
東 大 和 市 地 域 公 共 交 通 会 議 

第 1 回 

  

  日時：平成２９年４月１８日（火）     

午後１時３０分～午後３時３０分  

         場所：中央公民館２０１学習室      
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鈴木文彦  委員 

吉田幸夫  委員 

佐竹芳浩  委員 

楠木行雄  委員 

深川  勇 委員 

西脇明美  委員 

秀島文明  委員 

柳瀬光輝  委員 

(代理 小野寺氏) 

中西  宏 委員 
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原口一郎 委員  

（代理 土谷氏）  

 島田尚利 委員  

 和田 明 委員  

 和気康彦 委員  

 今野浩児 委員  

小河憲司 委員  

直井 亨 委員  

（都市建設部長）  

 

○市側出席者 

職  名 氏  名 職  名 氏  名 

都市計画課長 

都市建設部副参事 

（公共交通担当） 

神山 尚 

内藤 峰雄 

 

計画調整係長 

計画調整係主事 

計画調整係主事 

  関根 崇  

佐藤 真一  

有冨 佑美  

 

１．次第  

  １ 事務局から庶務報告  

 

２ 議事  

    （１）ちょこバスの利用状況等について（報告）  

        

 

 

（２）ダイヤ改正について  

    

 

    

 ３ その他 

 

 



 

 

２．会議内容 

 

・議事（１）ちょこバスの利用状況等について（報告）   

 

乗車人員・運賃収入（ 26～28 年度）、収支状況（28 年度）について報告を

した。乗車人員・運賃収入については、１月を除きすべての月で平成２７年

度の実績を上回ったが、当初予測値の６割程度に留まっている。  

委員からは、当初予測値について、現状を踏まえた上で随時見直すべきで

はという意見があった。  

また、次回会議にバス停ごとの利用者数（ＩＣ）及び循環・往復ルートそ

れぞれの利用者数を提出することとなった。  

 

   （２）ダイヤ改正について 

 

循環ルート外回りの一部の便において、交通状況により往復ルートとの乗

継ができない便が発生していることを報告した。  

事務局から、乗継を最大限可能にするため、Ａ案として往復ルートの発時

刻を遅らせる方法、Ｂ案として循環ルート外回りの発時刻を早める方法が考

えられることを説明した。時刻表については、本数の少ない西武多摩湖線へ

の接続を第一に作成しているが、Ｂ案ではこの接続に影響がでる可能性があ

る。したがって、Ａ案を中心に今後他の便への影響の有無を確認しながら進

めていきたい旨を説明した。  

委員からは、利用者の多い循環ルートの時刻を変更すると影響が大きいの

ではとの意見があった。      

 

※議事（２）の事項については、他の便への影響を調査するため、往復ルートの遅

延データを収集し、次回（６月開催予定）最終案として協議を調える予定である。  

 

【その他】 

  ・目標値を設定して事業に取組むべきとの意見があった。今後、座長と事務局で

調整することとなった。  

 

 

３．傍聴者  ４人 


